
中山間地域等直接支払交付金の実施状況（令和7年度） 

1. 中山間地域等直接支払制度の目的 
 中山間地域等は流域の上流部に位置することから、中山間地域等の農業・農村が有する
水源かん養、洪水の防止、土壌の浸食や崩壊の防止などの多面的機能によって、下流部の
都市住民を始めとした多くの国民の生命と財産、豊かな暮らしが守られています。 
 しかし、中山間地域等では、平地に比べ自然的・経済的・社会的条件不利であることから、
農業者の高齢化に伴い、担い手の減少・耕作放棄地の増加等が顕著であり、多面的機能の
低下が懸念されています。 
 このため、中山間地域において多面的機能を確保する観点より、農業活動を行うには条件
不利な農用地に対して交付金の交付を行い、多面的機能を確保するということが、この中山
間地域等直接支払制度の主な目的です。 

2.集落協定の概要
集落協定数 協定農用地面積（ha） 交付金額（千円）

18 338.17 74,275

3.交付金額の内訳
集落協定名 交付金額（円） 単価区分

桑野第1集落 702,475 基礎単価

桑野第2集落 546,386 基礎単価

桑野第3集落 3,357,094 体制整備単価

桑野第4集落 1,623,720 体制整備単価

高屋集落 778,831 基礎単価

小野谷集落 5,237,820 体制整備単価

グリーンタウン屏下 3,467,856 体制整備単価

西馬見区集落組合 9,865,485 体制整備単価

平迫集落 1,843,044 体制整備単価

長野集落 3,033,088 基礎単価

原集落 486,927 体制整備単価

泉河内中山間地事業組合 33,825,242 体制整備単価

佐古末旨集落 1,220,709 体制整備単価

東畑集落 2,034,261 基礎単価

荒谷集落 1,449,357 体制整備単価

椎木集落組合 944,244 体制整備単価

一丁五反、芥田集落活性連合会 837,798 体制整備単価

東馬見中山間地事業組合 3,020,703 体制整備単価

合計 74,275,040



農業生産活動等として取り組むべき事項
農業生産活動等

耕作放棄の防止等の活動 農業用施設等の管理方法

①
耕作放棄
されそう
な農用地
を、担い
手農家等
へ権利設
定・作業
委託する

②
既荒廃農
地の復
旧、畜産
的利用・
林地化

③
既荒廃農
地を、保
全管理

④
農地法面
の管理

⑤
柵、ネッ
ト等の鳥
獣害防止
対策

⑥
簡易な基
盤整備

⑦
担い手の
確保

⑧
地場農産
物の加
工・販売

⑨
その他
（土地改
良事業、
災害復旧
及び地目
変換（田
から畑等
へ）等）

①
水路の
管理

②
農道の
管理

③
その他
施設の
管理

①
周辺林地
の管理
（下草刈
り等）

②
棚田オー
ナー制度
や市民農
園・体験
農園の開
設・運営

③
景観作物
の作付け

④
土壌流亡
に配慮し
た営農
（等高線
栽培、根
の張る植
物を畝間
に植栽）

⑤
体験民宿
の実施

⑥
魚類・昆
虫類の保
護

⑦
鳥類の餌
場の確保

⑧
粗放的畜
産

⑨
堆きゅう
肥の施
肥、拮抗
植物の利
用、緑肥
作物の作
付け等の
実施

⑩
その他

桑野第1集落 〇 〇 〇 〇 〇

桑野第2集落 〇 〇 〇 〇 〇 〇

桑野第3集落 〇 〇 〇 〇 〇 ネットワーク化活動計画の作成

桑野第4集落 〇 〇 〇 〇 〇 ネットワーク化活動計画の作成

高屋集落 〇 〇 〇 〇 〇

小野谷集落 〇 〇 〇 〇 〇 ネットワーク化活動計画の作成

グリーンタウン屏下 〇 〇 〇 〇 〇 ネットワーク化活動計画の作成

西馬見区集落組合 〇 〇 〇 〇 〇 ネットワーク化活動計画の作成

平迫集落 〇 〇 〇 〇 〇 ネットワーク化活動計画の作成

長野集落 〇 〇 〇 〇 〇

原集落 〇 〇 〇 〇 ネットワーク化活動計画の作成

泉河内中山間地事業組合 〇 〇 〇 〇 〇 ネットワーク化活動計画の作成

佐古末旨集落 〇 〇 〇 〇 ネットワーク化活動計画の作成

東畑集落 〇 〇 〇 〇 〇 〇

荒谷集落 〇 〇 〇 〇 〇 ネットワーク化活動計画の作成

椎木集落組合 〇 〇 〇 〇 〇 ネットワーク化活動計画の作成

一丁五反、芥田集落活性連合会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ネットワーク化活動計画の作成

東馬見中山間地事業組合 〇 〇 〇 〇 〇 ネットワーク化活動計画の作成

協定名

多面的機能を増進する活動
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